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たとえば，東京方言で＜o•. o• •> v-c属するアクセント節（飴・飴が，鳥
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る意志の形と推量の形」（『方言研究の問題点』明治書院， 19 7 0・7干IJ)
を参照。



















kl.Urmndamb e:: k a （来るのだろうか〕
また，千葉県山武町方言では次のよう Kあらわれる。





i JUld a.ppe::: 
ta.gagappe::: 
igappe::: 












"ig Ulb白： （行とう〕 kaI be :（買bう）
okirwbeI, okimbe::: （起きょう）
Ulkerw.・b白：， t."'llkembe::: （受けよう）
ktUrtube::: , k山 mbe::: , klllbe::: ( kobe : , kombe：：〕
（来ょう）
sUlrUlbeI , 日wmbe:::, 目¥Ube:::, fibeI （為エう〉
幸手町方言も，大体上記の形が観察されるが，一段活用動詞では，上記のほか
f'(okibeI （起きょう） , w.kebeI （受けよう）があらわれた。
千葉県山武町方言trc；！いいても，ほとんど上記と似た様相で観察される。次d邑P。
kasUlbe I （貸そう） kaibe::: （買bう）
okibe：：：（起きょう） rni be : （見ょう）
ni be:: （煮ょう） wkebe::: （受けよう）





ome:::ni kafite jambe I(:J:.・前K貸してやるう）
h O盈 wa a四¥llkoni aruijo （本はあそとKあるよ）。
jonakani h O盗 jO IDUl （夜中に本を読む）
千葉県山武方言
orne:ra k a白日a: （シ前K貸すさ）
a Ii ~ ~ t o D a 3ui :n i 3 i :ra( 3 ru I n i 3 in i ) k i re b a 七JoIdo 
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i rdade jo(r) （あの人が 12時K来れば，ちょうどよいのだよ）
動作の目的を示す「K」は（ i〕または長音となってあらわれる傾向が普通で
ある。
minnade a目Ulbir 1t七a （皆で遊びに行った）
逆接条件には，各地の方言で次のような形が観察される。
菖蒲町 -kedo 
jlllkiwa Fw.rw.kedo ammari tswmoranenaI 
（雪は降るけれど，あまりつもらないなあ）
kono kakiwa akaikedo fi b以 ija （ζの柿は赤いけれど渋い
や）
幸手町 一kend o 
jiukiwa Fmkkendo ammari tsmmonneI 。
（雪は 降るけれど あんまり つもらない）
kono kakjaI akaikendo fibuikambeI 
（ζの柿は赤いけれど，渋いだろう）
山武町 -keddO!i 
jmkiwa Frukkedon ammari t自国monnersaI 。
（雪は降るけれど，あまりつもらないよ）
k O号kakjaI akeikeddo1& fibi Z目aI 
（ζの柿は赤いけれども渋いよ）
千倉町 -ke.，り a
jmkja: Fuikke!Jりa a mm a i t suimonnerna 。
（雪は降るけれどもあんまりつもらないな）
k oぅkakjaI akeike り ~a fibiI（ζの柿は赤いけれど渋い）
大佐和町 -kke 
jiukiwa FUJrli.lkke ammari tswmoranerna 
（醤は l峰るけれど あんま b つもらないな〉
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okimba iI（起きればよい） , klllmba （来れば）などがあるが， ζれも前
記の命令形と同じようK，菖蒲町方言では中年層K観察され，幸手町方言では中




（受けさせる） , k i ra自由rm （来させる）などのように。











































































otfi rむというとともある。 koke rm の
例を示すと次の通りである。 kanabo:k訂 a
kokete aimatfi fita（鉄棒から落
ちて怪我した） ano kakiwa Ulre目Ul-
gite koke目O: ja （あの柿は熟れすぎ
て落ちそうだ〉 ！ ~ko:kiga kokerlU 

















球 ン ム ン
｜高 知 ウ v Jレ ム
玉 ｜エム（栗） ｜ 
ァヵーム・クゴローウ
ム
｜東 京 ジユクス ム
｜蓑 準 熟、 ナ ｜膿 む



















埼玉県菖蒲町ではkimono,jo:Fw.kw. o kirw. （着物，洋服を着る），
FW. t O温 o ts mkka bW.rUl.( kake r¥llとも〉（蒲団をかける） I bo:fi I 
minokasa,tenw.gmio kab¥llr¥U （帽子・蓑笠・手拭を被る〉という。
また，全身に水や挨がかかるととをmidzm,hokorio ka b以 rm(a bi rw. 
とも）（水・挨を被る）のように表現する。 ~:lo-, ka blllrui は他人の借金を
背負いとむととにもいう。 ζれを他の方言と比較すると，（表3）の通りである。
球 チーン ウスイン カンヅユン
知 キル カプノレ
玉 キル I ツマカブノレ｜カクJレ カ プ Jレ
｜東 Jjl. キル カケル カ フ． ノレ
｜基 準｜着物を着る｜蒲団をかける！帽子を被る！水を被る
（表 3 ) 
東京方言（C;Iいいては，蒲団はkakermともいうが，とoc頭までかける場合
tてはkab¥llr m ともいう。埼玉は東京とほとんど同じ意味分布をしている。表
中，特異なものは高知方言で， kimonoI kirw. （着物を着る） Fmtom 
o kirm（蒲団をかける） , b or f工， dzW.ki Il o ki rm （帽子・頭巾を
被る〉のように， kir1l.l.の意味領域がもっとも広い。琉球ではtfi: ll （着る），
kand3 u:ro. （被る）の意味分布はほぼ東京と一致しているが， マu目UiTil （か
ける〉の語形が特異である。とれは古語の「襲ふJVC対応ナるものであろう。
ちなみに，カブルは九州・琉球では「嗣があたる」などにも用いられ，さらK
意味領域が広がっている。たとえば，琉球では batfi kand3u11 （罰があた
る） ? ukka ka nd3 ua（負債を背負う）などという。
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紐を切る・爪を切る・髪を切る・草を刈る……類(4) 
ki r w.（爪)!imo:kirw.（紐を切る） , tsw.meo 埼玉県菖蒲方言では
hasam111(karw.) （欽で髪を切る），kamio を切る） , hasamide 




















が併用され，？ととえば，男性のkarm と東京方言では髪を切るはki r w. 
といい，女性の長髪などを短かく整髪のためK型をととのえる切b方はka r以
埼玉では鉄を用いするために切るときKはkirw.であって kar mでは念い。
といい， kar w.ともいう。高知ではt自1.Umeo て髪を切るととを hasamw.
ts mm m （髪を切る〉のように七日mm¥ll （爪を切る） , kamio teuimw. 
を普通K用いる点で東京・埼玉と異なる。ただし，東京・埼玉でも俗Kはjuib-
（指を切る）という。琉球では意味の広がりは高知と同じで，i o t e mme rm 
kai車tfimi::ra. （爪を切る） , kusa 。wu:tfi: 11（紐・緒を切る）,tfim i 
（草を刈る）である。
衣類を畳む・傘をすほめる・本を閉じる・目をつむる……類(5) 
（着物・蒲団をたたtatamUl 。埼玉県菖蒲方言ではkimon o, Fm toia 
tfi borne rm （傘をすほめる） ,horaotod3irm （本をむ） . k a日a0 
これを他の方言と比較すts w.m w.r w.（目をつむる〉である。
? ?
ふと，（表5）の通タであA
閉じる） , me o 
｜クーイン ｜ 
｜ ツムル ｜ 
！ トグル I 
I ップル ｜ 
｜ ツヲワル ｜ 
トジル ｜ 
｜目をつむるl?????
















」 ? ? ? ? ? ? ?
（表
東京では衣類一般はtatammである。傘をナほめるととは目tUb om e rill （ま




tatomtU（着物tfi b白me rtUというのが特色である。高知ではkimono: 
（本をたたむ）の五うktatomiuという。tatomw. 。をたたむ） , hoia 
とれは広島方言でもみられる。琉球では傘をすほめるととも，目をつむるととも











1.Uttfatte gomi o 捨てる。





と考えられる。 ~i>- 「捨て子」は lllttfarikko という。
かねゃっ
千葉県山武郡金ク谷ではFmttfa ttfa: be: （捨ててしまシう〉のようK
Fruttfa rmである。また，千葉県大佐辛口ではlllttfarwはbだやかな捨て
方で，乱暴K投げ捨てることは kapporui であ為。
。 痛む atamaga jametena（頭が痛むね） haraga jamerUl 
（腹が痛む） me o jande irru（目をわずらっている〉
一一一埼玉県菖蒲町一一一
ζのようK「痛むJvcはjame rmを普通に用いるが，肺病などはwadz mra¥ll 
1またはkaka rillという。
。 止まる nakabafide ba目mga jamw. kara nottaho: 9a 
iI （中橋（停留所名）でパスが止まるから乗ったほうが良い） , deafaga 
okegawade jamw.（電車が桶川で止まる） Fmnega janderw （船が
停泊している）一一埼玉県菖蒲町一一一
ζのように，バス・電車・船などが止まるととはjamw. という。そして，f雨J
が止むには jamw.と agar mが併用されている。ただし，）！｜の流れや血が流
れている状態が止まるととはtoma rw.である。
。 弁償する wa tta gar a目mo tatekaerlll（割ったガラスを弁償






。 埋める gomio mmeriu （どみを埋める） , kmio ekerw（杭を
立てる） , n i nd3 i ia go b o: o e k e r tU （人夢・牛芳を埋める），
fi bmnw.ki no kame o eke toke （渋抜きの瓶を埋めてbけ〉
一一婿玉県菖蒲町一一一
mme rlll は不要念ものを捨てるために埋めるととであ9,ekertUは植物
を枯らさないように埋める（活ける〕ととである。とのうち， ekerm は意味
領域が広がり，杭を打ち込んだり，渋抜きの瓶を埋めたりするととKも用いられ
るようになった。すなわち，土の中K打ち込んだD，埋めたりするととが，後で
役立つ場合には ekerm で表現するととができるのである。
以上のように，限られた紙面ではわずかな例しか示し得なかったが，東京周辺
地域の語集は，東京と同じ菌をもちつつも，微妙κ異なっているととは明かであ
る。
語葉の比較研究は未開拓の分野であP，ととでその一端を示した比較方法は，
との分野を開拓ナる可能性の大きい新しい行き方であろう。今後，さらに都市と
その周辺の言語を比較考察して，その構造的差異を見極め，都市化と語業構造と
の関連VCIらいて，その変化動態を明かにする必要がある。
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